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さの日変化を独自の解析手法により導き、その値として    
 	    '( を得ました

図 。このような季節 
北半球秋分付近に於いてこの厚さの雲帯が存在することは稀であ
り、私たちは、このあと起こった惑星規模の大砂嵐と何らかの関係があるのではないかと指
摘しました。
この雲帯は、低緯度に於ける大気大循環 
ハドレー循環 の様子を体現していると言われ
ています。そこで、雲帯の緯度方向の存在範囲と季節 
特に消失の時期との関係を調べたと
ころ、その範囲は、南限についてはやや規模の増大も見られるものの、少なくともその最小
規模、および北限については、消失の直前まで、おおむね季節には無関係でした 
図 。こ

